
平成25年4月20日

公益財団法人 日本体操協会

審判委員会

男子体操競技審判本部

FIG通達およびFIG採点規則の修正版による規則変更の通知

陽春の候、ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素より本会の諸事業にご協力とご理解を賜

り、厚く御礼申し上げます。

2013年版採点規則の大陸間講習の後、男子体操競技審判本部により国内伝達研修会も終了し、いよい

よ新規則適用の競技会がスタートいたしますが、FIGより各加盟国（連盟）へ下記の通達がありました

のでここに通知いたしますのでご確認申し上げます。また、4月11日付でFIG採点規則の修正版が公開

されました。その中で一部難度表の追加、削除、変更がありましたので重ねてお知らせいたします。

各都道府県におかれましても通知内容を確認され、競技会での適切な対応をお願いいたします。

記

以下通達に関して、5月1日より国内競技会において採用する。

1. 跳馬種目別決勝（種目別予選）の得点算出について

男女体操競技の予選およびCIIIにおける跳馬の計算に関して、2009-2012版の採点規則に戻すことを

決定する。

上記により、従来の規則の得点算出方法（第1跳越と第2跳越の平均点）を採用する。

2. 男子採点規則 第10章 ゆか10-2条1-3.c)

下線部削除 ゆかのすべての辺に、目安として中間点に印をつける。

上記通達により、ゆかのライン上に中間点の印はつけない。

3. 男子採点規則 第2章 選手に関する規則2-1条器械についてb)

下線部削除 つり輪、跳馬、鉄棒の着地のために20cmのマット上に厚さ10cmの着地マッ

トを使用すること。

上記通達により、つり輪においては従来通り10cm厚の着地マットを使用することはできない。

*高体連適用規則におけるつり輪の着地マットの使用については高体連より通知する。



4. 難度表の追加・削除・変更

◎ ゆ か

・追加 p57 Ⅱ-59 前方かかえ込み2回宙返り1回ひねり：E難度

◎ あん馬

・削除 p75 Ⅰ-46 （開脚）支持から後ろ抜き倒立1回ひねり、下ろして閉脚（開脚）旋回

・削除 p77 Ⅱ-29 両把手を挟んで（開脚）旋回1回ひねり（2回以内の旋回で）

・追加 p77 Ⅱ-29 横向き（開脚）旋回1回移動ひねり（2回以内の旋回で他の位置へ移動し

再び戻る）：E難度

・追加 p77 Ⅱ-30 両把手を挟んで（開脚）旋回1回ひねり（2回以内の旋回で）

Ⅱ-29（E）からⅡ-30（F）へ変更

・追加 p80 Ⅲ-26 縦向き1/3移動ひねり：B難度

・追加 p80 Ⅲ-27 縦向き（1/2 or 2/3）前移動ひねり：C難度

・削除 p80 Ⅲ-28 正面横移動ひねり、背面横移動ひねり（馬端～馬端）

・追加 p80 Ⅲ-29 正面（背面）横移動ひねり、背面（正面）横移動ひねり

（馬端～馬端）：E難度

・削除 p81 Ⅲ-34 背面横移動ひねり、正面横移動ひねり（馬端～馬端）

Ⅲ-28、Ⅲ-34がⅢ-29の同一枠に統合

・追加 p80 Ⅲ-32 縦向き1/3前移動1/4ひねり：B難度

縦向き1/3後移動1/4ひねり：B難度

・削除 p82 Ⅲ-50 縦向き1/3前移動1/4ひねり

縦向き1/3後移動1/4ひねり

Ⅲ-32からⅢ-50へ技番号の変更

◎ つり輪

・追加 p117 Ⅴ-10 前方かかえ込み2回宙返り3/2（1回）ひねり下り：D難度

・追加 p117 Ⅴ-17 前方屈身2回宙返り3/2（1回）ひねり下り：E難度

◎ 鉄 棒

・削除 p176 Ⅰ-03 順手後ろ振り上がり1回ひねり倒立

・ p181 Ⅱ-17 表内の＊印 開脚=Dを削除（Ⅱ-22に配置）

・削除 p181 Ⅱ-22 懸垂前振り前方開脚宙返り懸垂（シャオ・ルイチ）



・追加 p181 Ⅱ-22 開脚トカチェフひねり片大逆手後ろ振り倒立（リンチ）：D難度

・追加 p183 Ⅱ-46 懸垂前振り前方開脚宙返り懸垂（シャオ・ルイチ）：D難度

Ⅱ-22からⅡ-46へ技番号の変更

・削除 p189 Ⅲ-40 シュタルダーとび1回ひねり大逆手

・追加 p189 Ⅲ-40 シュタルダーとび3/2ひねり片大逆手：D難度

・削除 p189 Ⅲ-46 シュタルダーとび3/2ひねり片大逆手

・追加 p189 Ⅲ-46 シュタルダーとび1回ひねり大逆手：D難度

Ⅲ-40とⅢ-46、両技の技番号の変更

以上


